
技術士 第二次試験 模擬答案用紙 
 
 
 
 
 
○受験番号、問題番号、技術部門、選択科目及び受験申込書の記入した専門とする事項は各用紙とも必ず記入すること。 
 

                                       24 文字ｘ25 行＝600 字 2019 JES/CFA 

受験番号 

問題番号 

 

 Ⅰ― 1 ―● 

技術 
部門 

選択 
科目 

3 枚目 
  

 

3 枚中 

   建設 部門 

施工計画、施工設備及

び積算 

受験申込書に記入した専門とする事項 

枚 数 

１ ．  生 成 A I の 利 活 用 に 伴 う 社 会 的 課 題  

( 1 )  課 題 と 観 点 と 内 容  

( 1 ) - 1  責 任 の 所 在 を 明 確 に す る 制 度 化 （ 制 度 の 観 点 ）  

万 が 一 、 生 成 A I を 利 用 し て ト ラ ブ ル が 起 き た 際 、 誰

が 責 任 を 負 う べ き な の か と い う 問 題 が あ る 。 ま た 、 生

成 A I を 扱 っ て い る 人 間 に 非 が あ る の か 、そ れ と も 生 成

A I を 開 発 し た 人 の 過 失 な の か と い っ た 判 断 が 非 常 に

難 し く な る 。 こ の た め 、 責 任 の 所 在 を 明 確 に す る 制 度

化 が 課 題 で あ る 。  

( 1 ) - 2  判 断 基 準 の 策 定 （ 基 準 の 観 点 ）  

膨 大 な デ ー タ の 中 か ら 必 要 に 応 じ た 情 報 を 分 析 し 判

断 を 行 っ て い る 。 こ れ ら 一 連 の 動 作 は 全 て 自 動 で 行 わ

れ る た め 、 時 と し て そ の 根 拠 が 把 握 で き な い 。 人 間 が

判 断 し た 場 合 は 、 判 断 す る ま で の 経 緯 や 理 由 を 説 明 す

る こ と が で き ま す が 、 生 成 A I は 、 プ ロ セ ス を 説 明 で き

な い の で 、 説 明 を 求 め ら れ る シ ー ン な ど で ど う 対 応 す

る か と い う の が 問 題 と な る 。 こ の た め 、 プ ロ セ を 明 確

に す る た め 判 断 基 準 が 課 題 で あ る 。  

( 1 ) - 3  雇 用 形 態 再 構 築 の 推 進 （ 人 材 の 観 点 ）  

生 成 A I の 普 及 に よ り 、こ れ ま で 人 間 が 行 っ て い た 作

業 が 次 々 に 機 械 化 ・ 自 動 化 さ れ る こ と が 予 測 さ れ る 。

生 成 A I が 人 間 を 超 え れ ば さ ら に 活 用 分 野 が 増 え 、今 ま

で 必 要 だ っ た 人 手 が 不 要 と な り 大 量 の 失 業 者 が 出 る こ

と が 問 題 と な る 。 こ の た め 、 雇 用 形 態 の 再 構 築 を 推 進

す る こ と が 課 題 で あ る 。  

ｱ )  ｲ ) … で 統 一 す

る こ と  

ｲ )   

冒 頭 に 、「 生 成 A I  を 活 用 す る 具

体 的 な 事 例 等 」 で 想 定 し た 事 例

を 簡 潔 に 記 載 す る こ と 。  

こ れ が な け れ ば 、 以 下 の 記 述 の

内 容 が 採 点 者 の 頭 に ぼ や け て 浮

か ん で こ な い 。  

 

「 万 が 一 、」 は 必

要 か ？  

「 生 成 A I を 開 発

し た 人 」 の 過 失 が

問 わ れ る こ と が

あ り 得 る か ？  

あ る な ら 、 A I を

搭 載 し た シ ス テ

ム 、 プ ロ グ ラ ム の

開 発 者 （ 組 織 ・ 会

社 ） で は ？  

が 行 わ れ る 。  
場 合 が あ る 。  

プ ロ セ ス を 説 明

で き る シ ス テ ム

を 開 発 す れ ば 、 問

題 と な ら な い の

で は ？  
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受験番号 

問題番号 

 

 Ⅰ― 1 ―● 

技術 
部門 

選択 
科目 

3 枚目 
  

 

3 枚中 

   建設 部門 

施工計画、施工設備及

び積算 

受験申込書に記入した専門とする事項 

枚 数 

２ .  最 も 重 要 と 考 え る 課 題 と 複 数 の 解 決 策  

( 2 ) - 1  最 も 重 要 と 考 え る 課 題  

責 任 の 所 在 を 明 確 に す る 制 度 化 （ 制 度 の 観 点 ） と 考

え る 。 そ の 理 由 は 、 生 成 A I の 活 用 方 法 に よ っ て は 社 会

経 済 に 影 響 を 及 ぼ す た め 制 度 化 が 最 も 重 要 と 考 え る か

ら で あ る 。  

( 2 ) - 2  技 術 に 関 す る 法 律 の 厳 格 化  

生 成 A I な ど の 新 技 術 に 対 し て 、 倫 理 や 法 、 モ ラ ル を

明 確 に し な け れ ば ク ラ イ ア ン ト の 主 観 で 悪 用 （ フ ェ イ

ク 動 画 ） な ど に 利 用 さ せ る こ と が 想 定 さ れ る 。 こ の た

め 、 法 律 を 制 定 し 、 統 制 を 担 保 す る た め に ル ー ル を 厳

格 化 す る こ と が 必 要 で あ る 。  

( 2 ) - 3 監 視 体 制 の 強 化  

生 成 A I に よ っ て 、各 ク ラ イ ア ン ト が 自 由 に 利 活 用 で

き て し ま っ た ら 悪 用 さ れ た 場 合 に 、 社 会 経 済 に 大 き な

影 響 を 及 ぼ す 事 態 に 波 及 す る 。 こ の た め 、 生 成 A I に 関

す る 監 視 体 制 を 強 化 し 適 正 に 活 用 が さ れ て い る か モ ニ

タ リ ン グ す る 必 要 が あ る 。  

( 2 ) - 4 教 育 ・ 説 明 会 開 催  

生 成 A I を 活 用 す る た め 、 そ の 技 術 を 理 解 し 、 活 用 方

法 や リ ス ク を し っ か り と 習 得 し 制 度 に 合 っ た 利 活 用 が

必 要 で あ る 。 ま た 、 生 活 の 質 の 向 上 に 繋 が る が 、 技 術

の 向 上 と 合 わ せ て リ テ ラ シ ー の 向 上 を 図 る 取 り 組 み と

し て 、 利 用 者 や 関 係 者 に 対 し て 教 育 や 説 明 会 （ ガ イ ド

ラ イ ン 作 成 ）を 開 催 し 生 成 A I に つ い て 理 解 を 深 め る 場

ク ラ イ ア ン ト と

は ？  
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受験番号 

問題番号 

 

 Ⅰ― 1 ―● 

技術 
部門 

選択 
科目 

3 枚目 
  

 

3 枚中 

   建設 部門 

施工計画、施工設備及

び積算 

受験申込書に記入した専門とする事項 

枚 数 

づ く り が 必 要 で あ る 。  

３ ． 波 及 効 果 と 懸 念 事 項  

( 3 ) - 1 波 及 効 果 ： 労 働 不 足 の 解 消  

制 度 化 す る こ と で 、 適 正 な 利 用 と 促 進 に 繋 が り 自 動

運 転 技 術 な ど が 普 及 す る こ と に よ っ て 、 高 齢 化 社 会 に

お け る 労 働 不 足 の 解 消 に な る 。  

( 3 ) - 2 懸 念 事 項  

生 成 A I を 活 用 す る 場 合 、ネ ッ ト ワ ー ク を 利 用 し て 顧

客 情 報 な ど の 機 密 情 報 を 取 り 扱 う こ と に な る 。 生 成 A I

を 活 用 す る た め に デ ー タ を 利 用 す る こ と は 、 多 く の メ

リ ッ ト が 得 ら れ る た め 便 利 で あ る が 、 A I を 狙 っ た 外 部

か ら の ハ ッ キ ン グ な ど に よ る 情 報 漏 洩 が 懸 念 事 項 で あ

る 。  

( 3 ) - 3 そ の 対 策  

生 成 A I に 関 す る 規 制 や 監 視 を 行 う 国 際 的 な 機 関 を

組 成 し 、 社 会 経 済 へ の 影 響 や 情 報 漏 洩 、 デ ー タ タ セ キ

ュ リ テ ィ に 対 し て 対 策 を 講 じ る 必 要 が あ る 。  

４ . 技 術 者 と し て の 倫 理 と 社 会 の 持 続 可 能 性  

( 4 ) - 1 技 術 者 と し て の 倫 理  

生 成 A I に よ る 活 用 に よ っ て 、社 会 経 済 が 混 乱 す る こ

と の な い よ う 国 民 の 安 全 を 最 優 先 に 考 え る 。  

( 4 ) - 2 社 会 の 持 続 可 能 性  

生 成 A I に よ る 活 用 に よ っ て 、国 民 の 生 活 に 変 化 が 生

じ て 場 合 に つ い て も 、 資 源 と エ ネ ル ギ ー が 可 能 な 限 り

循 環 す る シ ス テ ム を 構 築 し て い く 所 存 で あ る 。  以 上  

( 1 ) - 3  雇 用 形 態

再 構 築 の 推 進 （ 人

材 の 観 点 ） ⇒ 大 量

の 失 業 者  

と の 関 係 は ？  

「 堂 々 巡 り 」 に な

っ て い な い か ？  

懸 念 事 項 ⇒ 将 来

生 じ る リ ス ク  

記 載 さ れ て い る

の は （ 現 在 の ） 問

題 点 で は ？  


